
山形県における東北更新会

Tohoku Koushin Kai in Yamagata Prefecture 

iまじめに

について、

について述べるものであるり

東北'1i新会についての先行品研究をまとめると

以下のようになる。保健・医療のf工場からは、今

野勝子氏(今野1974; 2003)・遠藤忠史子氏(述

藤1995)1976)・大川美智子氏(大|吋 1973).高

( ri6矯 1995卜部健婦白主研究グループ

ことカヤぞきる

としては、

ついて

iほか 2002:丹江I2000)。しかしながら、

各県それぞれの分会の取り組みまでも分担?し、な

お11つ東jヒ史新会の全体像が解明されたものは、

出されてないりこの以北l瓦新会の全体像を探りつ

つ、十1:会fMfll:学の領域からの問題関心によって、

とりあげているものがある(松本 2004; 2006 ; 

すると、

り

ることは

ないり史資料については、 'l~

なかでは、次のように

れていたね f本会はえ;庁IS)成分会の事業状況を同支"

せしめんが為め大体一年間に:二1111の印刷物を発

行すの ‘同は i=として説fVJ統，itを i=.とし他のー・

Inlは写真の見集を主とすJ(!!J I-tJ法人*北区新会
1937a)ということから、報行吉を残すことを予

定していたことを悦野に入れることがm来るが、
る すべて にわたるもので

誌なし

ここで辻、

いるものを

松
げ

hv
L
羽
H 代本

Ikuyo Matsumoto 

として辻、

りをおこなったわ

を いては、「保龍婦J• r社会部健婦jごにどの当
呼びHで記載をしたのまた、 IFI字体を現代のもの
にしたことをお断りしておくの

1 .東北更新会山形県支部による事業

( 1 )東北更新会の組織

;土、

1948 (昭和23)年頃まで続いている(今野2003)の

東北更新会の活動は、支部全体に関わる事業と

町村を取とする分会前回Jに大きく分けられる。

1940 (附和15)年度からは、分会から独立したと

ころもあり、これも分会での活動を引き*院いでい

た。

lれに弁支部内の数ヶ間十?を指定してよを分会とな

し、Jl:の各指定分会をして住七の改持、妊産婦及

乳幼児の保健“トラコーマ"の予防撲滅、栄養改

善;、幣到1.牲i\Jfiの奨励守;の諸事業 ~11'lt該分会に品出j

切なるものを実施せしむるを以て攻:義としたりし

にして本会設立以来政府及関係宵庁の懇篤な

る文様と
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11 Ilfa.引における来花貞新会

いての報告や

概要説明のなかでは、「独立更新会jという

が設場し、分会の形態から独なして、ひと

でひとつの更新会を形成し社会事業法の適用を

助成金を受け取るところも出ていた。

2 )山形県における東北更新会の運営

IIJ形県における東北更新会の事業について、

1936 (昭和11)年度には、前年疫を引き継ぎながら、

文部の事業として次のよう

「本県支部ニ於テ

ヲ予賞ニ計上シ

ヲ定施シ予期ノ

略……L尽に二

ル、ヲ

時間ニ百リ本会事業ノ趣官ニ付講減ヲナス

レタル“東北地方ニ於ケ

ノ保健"“トラゴーマ予防撲滅"設“清潔繋船

ヲ各分会ハ勿論件小学校青年学校ニ配

シヰ返事業ノ趣旨ノ徹底ヲ期ス

財団法人間j開会編輯ニ係ル秋田、山形県農村住宅

素人設計懸賞ヰ灘附案集ヲ関係各方面ニ配事スj

(東北更薪会1937b: 

この記述の後に、栄室長改善のための講演会や講

i二、東北史新会事業の趣旨を掲載

.ん

り込:まtれていた Q

たしカか、;にこ、 f社会時報jにおいては、

について

は、特に多額の費用が必要ないことから、講演や

会を ることによって、企県での取り

みを進めることが丙;かれている

また、指導者等が県内外に出張することによっ

て、講習をおこなったり、東北更新会の'Ilでも

績をあげている支部に出向いて、研11多を受けると

いった取り組みをしているりその中で、斎藤潔氏

が、本会委員として、東京から由形(東村山郡豊

田村)に来て、現り組みの様子を視察しているむ

尚、斎藤議民は、当時の東京rPにおいて、

勤務をしており、後に述べる小児科医である

との交友関係があった人物である

1944 

会名が挙げられている。

新会・東i幸村lJi新会・

長沼村役1新会*

湯HJ川村更新会・加茂町更新会・

…更新会となっており、向

上似る設i賓となっていた
新会 1944)

-講時・ ハ、
不正

における東北更新会の活動のIjlでは、 jりj

ら、さかんに講i員会や講座が関かれてお

号、生活更新の離??を徹底して県誌に知らせるた

めに、映画の 1--熱を科地の小学校を借りて行って

いるのいわば、小学校が、作活更新のためのセン

ターとしての働きを期j侍されていたとも三えるり

-古t児衛生講演会については、

として、織り返し関寵されている。また、

栄養改善に関する講宵会や後背のための

会、座談会が行われている。また、{七七改持

のための大工を対象とした講習会が、 1937(H{f和

12)年には、 !lJ:形県虫館|両

津 r業学校を会場とし
-山形県立;fと

いるり

4)保健婦をはじめとする人材権保

印保健婦養成

山形県においては、東北更新会所属とする為の

保健婦を、山形昂社会事業会と東北更新会山形県

支部との協力によって、いわば自前で主主成をして

いたむしかも、その義成については、

として仕事をしている人たちを集めて、

うという形態で、あった日

その養成では、山形県社会事業協会の社会事業

事であった永田誠という人物が、保健婦養成に

J色:欲をもっていたという されている。

これは、山形県における に保健婦とな

った人たちへの、
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よって、すでに明らかにされていることであるの

日できることは、{呆龍婦養成のための

という証誌が残っていることである

研究グル…ブ十五日会 1998)。

永1I1.L，:をはじめとする社会事業の領域の人たち

は、推測として、保健婦を養成して地域の保健・

医療の第一線で、活躍することに加えて、社会事業

分野での対応にも期待をしたということであろ

う。その舞台間しの役を演じたのが、社会事業の

人たち

において、

であった谷Ir .11-:弘氏に語われて、 1]

となった前川政子(その後の113矯政()氏によっ

ても、保健細長成の様子が伝えられている(高橋

1995) 

その保健婦養成において、講師となった人物と

しでは、京北更新会i

している

してお与、さらに'1
として、

1940)。

支部において、実際に

る宇惚野勝弥氏も登

えられている(黒JII

は、友人の粛藤潔医師に勧められたということで

あり、乳幼児への対泌については、それまでの経

において、活かすとしミうことをも期待さ

れてのことであったようである(民$-新法)。

また、宇宮野医師以外にも、嘱託医として、地

'対して

の協力をえるということ

2.山形県東北東新会における妊産婦・乳幼児保

健事業

( 1 )分会・

されていた

会 1936)りこの記述のある写点I帳に辻、

おいて、 fどもを診煉中のi民自iliとして、先

た宇留野勝弥氏の務が、すでに見られる。

翌年-には、豊田村分会・湯田JlI村分会が卜j己の

日的による分会として、前年!支からの継続して、

り組みがなされている

され

(2)!?i siliの確保 ている。

山形県における東北巨新会の実践においては、 1940 (昭手1115)年度には、東田川郡長沼村分会・

|実師の協}Jが各地でなされているのその医師が在 i有村山郡瀧山村分会・ l珂問JII郡山戸村分会が指定

している地域の近辺は、もとより近隣の町村iこ

を行っている

検

ったO また、

統計の結呆をまとめるなど、その地域での

疾病の様fをまとめているの

中でも、LlJ形市v.済!J:.古代小児科阪jえを務めなが
ら、京北!Ii新会の活動に力11わっておられた医師と

して、先に挙げた'YfN野勝弥氏がいるり東北更新
会に関わるようになっ については、よく判ら

尚、 f奈川村分会は、その後1940(昭

となったが、限麟村分

E ては、 l~íJ じ目的の分会として、

1935 (昭和10)年度以降、活動を継続し、1938

利113)年度には、「小児健康相談jを医師による

ものと保健婦によるものとで、出版の形態で行わ

れていたの

合し

ま

くの

if.皮には、豊出村分会にゥいて

ように記載されている

にあたって

-81-
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山形県における東北民新会

は、小児探鍍韓臨相談ノ開設・乳幼児保護訪問・ Hで、 を行って、成長のよくない子ども

日配りをすることが、効果がある設・補導員設置・「カー

といった頃訂であったの

その乳幼児保護訪問では、 5夜来;誌の fどもた

ちの発育状況を親察し、疾病の半期発見に努め、

母親の衛生思想のIllJ1二を凶るといったことが、詩

的であったりまた、母親;こ対して、|伐ガ子ノ

と越して「グラブJ様式のカードを減して、検II会
のときに発育状況の記録を尺貫法に、訳師がJ換算
して、記入して捜していたというものであった

同法人東北~新会 1941a)

また、「栄持lllI及薬品給うjという項号につい

ては、単に栄養のある食品を子どもに食べさせよ

という指示を与えるだけではなく、[乳幼児ノ栄

養不良及発脊不良ノ主ナ

トシテ米粉ノミヲJt]用フルタメ、

栄養分ノ不足ヲ米シテ民ルコトニ錐ミ

務ノ結果母乳イ、栄養不良ト認メタルモノニハ

ノ指示ニ依ワ字学しヲ給与セ')Jと記録されて
いる(財団法人東北挺新会 1941a: 401)。

は、単にす:乳を飲むように指示をした

という点だけではなく、牛乳を給与したという点

である。 '1"-学しが人子できるという

ことは、凶難であったということは、推測のつく

ところであち、それを鉛うすることによって、

なかったという

ところで、 1940(昭和15)年授には、

到新会jとして、独立更新会となり、

についての事業を継続していたことが記録されて

おり(財I，J"I法人東北更新会 1941折、乳幼児保健

されて

いる口

尚、この~:It/村において辻、次に述べるように、

専門スタップを確保11¥来ており、さら

に、先に触れた議繰潔氏が、分会の状況を椛察に

来ていたの

( 3 ) 

この分会での対応i之、探健婦と村のなかからj設

された指導員によって、進められている。単に、

専門院が検診をするだけではなく、保健制・

82 

( 4 ) 

この分会設立は、 1935(昭和ぬ〉年1l)Jとなっ

彼の裂が、

。この分会では、

として fどもたち

j月初事門医としてな

年および山崎(昭和15)

においても、

が、専門lXとなっている(財出法人東北到新会

1941a)。

、たりさらに、

ら前川政f氏が、この分

・悦察している(1949年10)]

ところで、貨同な家出の子どもに討しての対応、

は、どのようにしていたのであろうか。それは、

、て1~H揺することが山~ぐる。

会ノ診療券ヲ与へ治療セシメ或

ノ結果母乳不足又ハll.J:乳欠臨ノタメ栄義不

良ナル者ニ対シテハ粉乳ヲうへ代種iハ約三分ノ

ヲ寄付金トシテ分会ニ納メシメ専ラ乳児保健ニ努

メツツアリJ(財ト月法人京北挺新会1940a:
と古かれているのその後、 I'.JIJの北条i災婦に専門

医が交替してからも、このやりかた辻義者本されて
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おり、牛乳あるいは山羊乳を与えたとあり、さら

に「乳児ノ死亡ヲ見ルニ母乳不足ノタメ栄養不良

ニテ死亡セル者多数ナリシ為補助金ヲ交付シ山羊

ノ飼育ヲ奨励シほr供ヲ健康ナラシメント努メタ
リJ(財凶法人東北更新会1941b)と書かれている。

L記以外の取り来ILみとしては、乳幼児の保護を

目的として、 1938(昭和13)年には、農繁期の6

月に 3日間の農繁期託児所を開設し、保健婦や高

等k学校lt'徒によって、延べ80人の子どもたちの

保有をしたとある(財同法人東北更新会 1940)こ

とが挙げられる。

3.山形県東北更新会におけるトラコーマ予防・

撲滅事業

( 1 )分会・独収一更新会の指定

1935 (昭和110)年度の山形県においては、「ト

ラコーマ治療Jを行う分会として、両村山郡高松
村・南置賜郡三津村・飽海郡南遊佐村が、指定さ

れている(財同法人京;北生活更新会:1936)。

その後、 1936(附和11)年度・ 1937(昭和12)

年度・ 1938(町内n13)年度には、高松村分会

津村分会が、継続している。 1939(昭和14)年度

には、高松村分会・三津村分会に加えて、長崎町

分会が指定されれている口 1940(昭和15)年度に

は、西田川郡~~):i甫村分会と東村山郡金井村分会が

指定されている。さらに、次に挙げる分会では、

乳幼児妊産婦保健・栄養改善に力11えて、 トラコー

マ予防撲滅、 j古i緊整頓のための分会として指定さ

れている。その分会とは、両村iII郡醍醐村分会・

南村山君r~iaß山村分会である。

( 2) ;¥':itリナう〉会

1936 (H日和11)年に当時の名称である東北生活

更新会からi!'J版された'ザ呉帳のqlでは、すでに

高松村でのトラコーマへの対応の場l而がlHてく

る口当時の忠者さんへの配慮から、ここでは写真

を掲載することはH'，来ない。しかしながら、高松
村分会においてのトラコーマ対策については、専

門院である|剖井i~ 卜氏の活動が、この対応を可能

にしていたといってもよしh つまり、次のような

記録をみることができる。

「高松村嘱託灰削j ト~l 井彦卜氏ハ隣村両根村ニ於

ケル開業医ニシテ家ハ代々灰ヲ業トシ本村トノ肉

縁浅カラザルモノナリ、氏ハ子腕卓抜患家ノ信用

頗ル厚ク殊ニJt:ノ専門トシテ眼科ニ就テハ……中

略……本村ニ於ケル“トラコーマ"ノ手術ハ従来

役場機上若クハ部落公会堂ヲ使用スルヲ例トシタ

リシモ氏ガ本分会嘱託トナルヤ医院所在地ト本村

トノ距離ノ近キヲ幸ヒ医院ノ子術室ヲ提供シ自家

ノ看護婦ニ手伝ハシメ物的人的ニ設備ノ完備セル

所ニ於テ治療スルヲ得ルニ至リシハ本村ニトリ幸

ヒナリJ(財同法人東北更新会 1937: 275)とあり、

開業している隣村の医院まで患者を連れて来てf:

術を行う徹底ぶりであった。

尚、|剖井彦卜氏は、東北更新会でのトラホーム

対策を合めて、戦前・戦中・戦後のトラホーム対

策について、総括を書かれている(岡井 1982)。

また、この分会においては、木製の洗面器を共

liiJで使用することについては、 トラコーマの感染

につながることから、止めるように住民に指導し、

その代わりに陶器製の洗面器を使用するように指

導して、その改善がみられるようになったと記録

されている。洗而器や子拭を共同で使わないよう

にするために、購入のための補助や斡旋をすると

いった仁犬がなされていた。そればかりか、小学

校においては、清水で顔を洗うために、子どもた

ちが蛇を取って得た収入で、井}Iを掘るといった

ことをしていたのであった(財卜司法人東北区新会

1938)。

このことからすると、高松村分会でのトラコー

マ対策は、小学生から大人までの白覚のもとに、

医師に期待しつつも、人任せになることなく意識

的に、改善していくことが出来ていたと評価する

ことができょう。ただし、 トラコーマ対策につい

ては、国策に沿ったものであるだけに、忠者の取

り扱われ厄について配慮する必要があり、取り組

みが盛んであったからといって諸子をあげて、評

価できるということではない。

( 3 )，布置賜郡三津村分会

この分会は、 1935(昭和10)年10月に分会とし

て発足し、「時勢ニ即応スル人心刷新ヲ目標トナ

シ衣食住及衛生思想ノ向上発達ヲ期スル日的ヲ以

テ“トラコーマ"治療中心トスル衛牛.向上発展ニ

寄与スベキ各種の附随事業ヲ実施シ相当ノ効果ヲ
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山形県における東北出新会

藤ラシタルjとして、事業実越の融廿が説明され

ている。尚、 1940(昭和15)年度からは、町三津村

更新会となっており、その舟山としては、「相当

ノ効呆ヲ青ラシタルJという点がポされていた

同法人東北更新会1940b)。

1 ) 

長崎町分会については、 f社会事業j誌上にお

いても、山形県社会事業協会が、報告を揺載して

おり、川I央社会事業協会社会事業研究所より遊

ばれて農村社会事業振興討爵の実施を指定された

(山形県社会諜 1937. 103)であった。社会

らは、福山政一兵や村松義郎氏が、

た。 1936

立されている。また、隣保館が設問されて

校間借り)、そこで、 'j叩河野勝弥医師によって、

子どもの検診が行われているの写点にも、こ

診の様子が残されている。

この分会では、地域の人たちから信頼のあった

と考えられる太出医師が、報科専門であることか

ら、 トラホーム対策に}Jをいれていた。地域の人

たちは、 f長崎の太Hl先生jと呼んでおり、その

i様子が何える。また、斎藤潔医師の指導を受けた

保健婦をおいているの

4. I..U形県東北関新会における栄議改善事業

( 1 )栄養改善のための方策

山形県における東北更新会の活動をみていく

と史資料に書き残されている栄養改善指導につ

いての記録の中で、東京にあった栄養研究所から

の栄養士の派遣と本会所属の山形県在住の栄養士

とによ q て、栄養都導が繰り返し行なわれていた

ことが宇りるの

北生活挺新会名称当時の会長であった嫌藤実氏と

理事の松村松盛氏と栄養研究所所長の佐治安r~氏た

ちが、埼玉県七本木村での f栄養食実施」につい
て視察した際のものである。これをみる鼠ちで

は、 111形県への栄養研究所からの入の派遣に先史

ち、すでに栄養改善に取り組んだ地域への見学を

¥参考にしたうえでの東北更新-会の取り組み

が、その後になされたことになるり

また、 III形県からは、 1ラ37(昭和

養改善の某jが発行されている。この栄には、佐

伯安村氏の名前を確認することができ、佐fl'I矩氏が

つくったという がjヰかれている。た

だし、京五〈の栄養研究所と i ながりが、

どのように形成されたかについては、 きて

いない。

ところで、東北更新会山形県支部からは、

討の栄薬改持についての報告をもとに、 1938(昭

和13)年には、 f栄養改湾施設概要jが11¥されて
おり、し叶、に栄養改善について、山形県において

hをいれていたかが判る口

( 2 )分会・独立更新会の指定

栄主主改善のための分会についての記述が現れる

のは、1935(昭和10)年夜であり、先に述べた

産及乳幼児保縫施設立宣栄養改持jを行う分会とし

て、東村山郡思Ul村・最上部真宝川村・

湯田111村が指定されていた(財同法人東北ltj百点
新会 1936)

しかしながら、 1936(昭和11)年度になると、

は、そのままこの「助産ー及

施設として、その取

り組みを継続しているが、最上部真主:111村分会は、
史資料には現れていないのその代わりに、その議、

-東津村分会・東田川郡長ifl与すう士会が、
栄養改持のための分会としてな場する。この頃か

たしかに、吋Ity， ら栄養土を東北六県 ら、県からの栄養1‘の涼遣が各分会になされてい

にそれぞれ二人ずつ聞いていたということがあ るり

り、東北更新会で義務していたとされている(農 その後、玲38(町内113) は、さらに

村保髄開題中央委員会 1910)ことから、栄養 1:

によって、指導がなされていたことが判る。

さらに注呂できることとしては、期間法人東北

同法人東北更新会要覧j

されている集合写真である日その写真には、東

-長前十十分会・ 11/):I村分会・大塚村分会が、

主として栄義改善をhう分会としてな場しその
後も分会として継続していくり

1939 (昭和14)年疫の分会の活動をみると、県

からの栄養上の派遣に加えて、頻繁に東ボの栄養

-
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研究所からの栄養l:の派遣によって、

為の講宵会がなされるようになっ

( 3 )各分会・独立更新会

1 )及位村分会

この村では、栄養改善事業を1937(昭和12)年

度から始めており、 l1J:庁~~'rt街中課からは、小林喰

栄義技手が来て、指導を作なっているの小林枝子

の}j法として、大人を対象に栄識改持の為の講刊

を行うだけではなく、 Ij小jト、学校iti
1
牛厄

ちに、実勢の料理のjjj去を教えて、家成でそれを

ることによって、栄養改持を家賠に根付く

ようにしむけたのまた、

養改善をすることよって、

たという

1940)。

このことは、東北1f新会での栄義改帯lこ先立っ

て行われた、群馬県においての栄養改持の成果と

も、共通するところであった(群馬県 1933)。

2 )瞳井村分会

この分会には、 1938(昭和13)年度.1939 (IIH 

年!支と二年にばって、栄養研究所の栄養士

である されているの 1938

3 Jj 1日から 6

8月26Hから30

して、

る料慨をf云t受するというもので

あった。たしかに、野菜をふんだんに使用したメ

ニューが示されているが、栄養献立衰をみると、

例えば、「市JAコロッケjには、 II*J瓜ハむしテ後
ツブス、 1，:チハ間ゆでニシ、枝fi.ハ青クゆでル、

さやヨリlHして前クjといった説明があり、「オ

ムレツjや「エッグポテト…Jというように、
頻繁に卵料理が管場する(財同法人東北更新会

1939)。

れたということも考えられる

3) 

としては、

きていた

なくなったといった報告である

新会 1937b)。現在においても、高張(1のメニュ

ーによって、てんかんへの対応がなされていると

いうことがあるが、実際のところの効果が、検証

できるかどうかは、難しいり

4 )束津村分会および束津村挺新会

この分会においては、 1935(昭和10)年11月に

発会式を行って、栄養改持のための分会としての

始めており、さらに、 1940

とな号、同年5月には、 会事

l:liヲナシ

このことは、

1936 (昭手011)年度の報計書においては、栄養

改善の結果、すでに次のような効来があったとさ

れている。少し長いが、引用しておく(財団法人

東北更新会 1937b : 337)。

「¥栄養食以前ハ体力ガ弱ツテ肘タ人モ実行

シテヨリ体力ノ増進が向上シ強労働ニ於テモ

疲レガ少ナイゴト

¥売薬服mノ減少

ル人ガ疲レよそ少ク活気ニテ観jキ

同レリ

ー、精神的ニ於テハ非常ニ別朗ニナリ人ガ活

発ニナレリ

¥労働ニ於テ能率カ向卜絹シ肘レリ

If江色一般ニ良クナレリ

一、時限li! ~f 夢 以前ヨリ見ナクナツタコ

ト

叫んクナレリ、

ノ

一部一
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この記述からは、良いことずくめにみえる栄養

改持の結果である。しかしながら、実襟のところ

は、共同炊事に関わる栄養改時については、実費

の:金銭負担などで、問題は~ヒていたであろうと

予測できる

5.山形県東北更新会における住宅改善事業

( 1 )分会・独立更新会の指定

山形県にお吟る東北更新会の活動において、住

宅改持のための分会についての記油が現れるの

は、 1936(昭和11) 年伎で、ある。南避抜村分会・

.瀧山村分会・加茂町村分会・

分会・金山IHJ分会・観音与村分会が、その指定分

会であった日

その段、 1938(日丹羽113)年設には、東村i

住宅改普及法諜整頓のため

-飽海郡酉遊徒村分会が、

分会として記述されている。

度に報告する予定として、次の分会がうミげられて

いたりそれは、東置賜郡ニ1t・街村分会・蚊 1・

-東川川部 i

. ~~.L打1)及1\討す分会であった9

ている分会としては、この作成では、

茂町分会・西出}11郡山戸村分会であったが、この

Jつの分会については、内容が詳しく示されてい

ない〈財同法人東北足親会 1941a)。

1940 (昭和15)年度には、金井村分会・

村分会・観TI<)::村分会・高瀬村分会・
が、実棋を合めて記述されている

( 2 )分会・独立更新会等の活動

における*~七百新会による

めの分会についてみていくと、大去のな

みであり、窓、にガラスをいれるということや、;jIJ'

入れをつけたり、強ll".:l:Mをコンタワートで仙|めた
り、台所の流しをつけるといった改善をしていた

ことが判る口

については、少し様

漁村の住宅は、「空気新鮮ニシテ樟j'i:..l'

ナル勺海洋ガ比較的結核患符故乳幼児死亡率多キ

ハハwベナルカナト云ハザルヲ得ズ(財I司法人
東北更新会 と古:かれているのつまり、

転地療養などで、常気がよくて、健蹴をM復する
には長し るのにもかかわらず、ここ

んでいる人たちにとって辻、住宅が非衛生的で通

く、忠良までしているので、結Jniのとこ

ろ、山形県が補助金を出して、

ととなったというのである

1937b) 

人東北区新会

ところで、山形県で、の住℃改善が、どのように

進められていったのであろうかりそれを主11るひと

つの子掛かりとして、素人が考えた住宅改善のた

めの設計凶を懸設としての応器を起きれて、応募

する人が、どのくらい山形県で、正、嘉していたのか

ということである。それは、問えば、

されているもので確認することが出来ょうひ

つまり、 1939(11託手nI4)年1H31日締め切りの

1117忠則からは、 121Jillの応蒜があったと

いうハちなみに、秋rr1Mからはお9:if語、青森県Lか
らは204通であ与、三県から137J岳山城県から辻

56述、福島県からは28~曲、の応募であった

1939)口

この懸賞で、関心をもった人たちのうち、応募

した人が最も多かったのは、 29;惑のIlYfH川郡から

のものであった日 121:iillのうち、 1割をこえる

募が、両日JIImからのものであった。このことは、
した油、村の住宅むについて、改善することを

ミたということの反執でもあ

ると考えられるのさらに、この懸賞では、建築の

専門家や厚生者の技師が、その審先日となってお

り、凶 mJII 若I~からの応募fí'の作品が入坑してい

る。切実な生活の現実を抱えているIjlで、投入自

身が、その'1:.j.j号環境を変え、住宅改千与を主こなっ

}.'，(で、は、

ひとま

i形県

たという

り組みは、

ったとみることがi日米ょう

しかしながら、

相が述っているり 加茂町が語、村で、あるこ 山形県における東北更新会についてみていく

とによる 、ては、政的-も救請を行って と、かの有名な松111よ長次郎のお越瞬保安立が、この

きたが、 されてきた結!札 束北更新会活動に組み込まれていたことに気づ

一部一
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くのしかも、建築家である

らみて

と与えられることが、入同計にしてみれば、

となったことが、その安問であろう

おわりに

以人 山形県における点北川新会の出動につい

て述べたり他県での点北ぽ新会支部の活動となん

ら変わりはなし、りしかしながら、医師や保健婦と

いった民瞭の専門職者を副長似し、保健婦養成を東

北史新会が1'1らおこなって、保健婦を社会事業の

人材として期待したという点については、休日す

ることができょう(;ただし、社会事業の領域の人

たちは、nらの能命を裏方に徹して人材を確保し、
必要な資材の流れを子勢ととも

々

をえ;えていくかの考え もq てい

われる。

いては、 もhをい
れていたようであり、現実的な何fl

対応するのが、社会事業の人間の職務と考えてい

たのかもしれないり栄義のある食べ物を棋取する

ということが、氏自iliの指示であったとしても、不

可能な'tili状態であれば、それを社会資源として

確保することの努力をすることが、記録のlドに現

れていたといえようぐ)

本稿においては、栄益改持に引いて、他県文部

との比較において、却しく検討することができな

かったむしかしながら、 1939(町内山4)年度だけ

みると、山形県ではア分会であり、

3分会・

会であり、東北挺新会の指定分会数が、栄養改善

のそのこと

り組みにつ

あたq ては、'j":倍野

々に、資重な史資料を御捉-

、ただいたひまた、山形県医師会事務同長のifrj:

本学の占i吋利忠学長に示唆をいただい

た。ここに御札を'tiし上げる次第である

註

(1)千:f1f野氏は、満州では1:にl民向tiの焼成を行っていたの
1i:芹として、次のようなものが残されている。?沼

野勝弥 (1942)n剖州地の保健状況j満州移性協会
であり、この本の中には、共同炊事についての記述

もあり、当時のi前ナ['1でのf七j引火況を支れることがで、き

る“

(2) '{;"子り;WJ高村は、東.ltlJd新会計千貼え;郊の中でも、
乳幼児保護について成果をあげていた地域。
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